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学位論文題目 定圧下における房水産生の研究

(主査) (副査)

( 論文審査委員 教授水川 孝教授久保秀雄教授吉井直三郎

論文 内容の要

〔万法:J

( 1 ) 定量の房水吸引後の限圧回復をみる方法

t::::. 
日

閉鎖型電気マノメータとして， Statham Pressure Transducer (べ、リリウム合金映使用)と Sanborn

Amplyfier および Recorder を使用して，前房に針を挿入して限圧を連続記録した。

その後に房水 O.lml を回路内に吸引して眼圧を下けマ，ふたたび回路を閉じて眼圧が凶復する過程を記

録して限圧回復曲線を措いた。また一方，房水l股引量と fiRJ王低下の関係を求めて，その平均のカーブを描

き，房水産生量を計算した。

( ][ ) 定圧下で房水産生を測る方法

同様に電気マノメーターで眼圧を測定した後に側回路によってそれより低い一定圧に開放して i取圧を低

圧に保ち，目盛ガラス管をつけた主回路に産生してくる房水を導入し，気泡を目印にしてj宝生してくる房

水量を経時的に測定した。

対象は，動物は白色雄性家兎を使用し， 2 , 3 の人限について行なった。

〔結 果コ

( 1 ) 限圧回復曲線の解析(家兎眼および人限)

眼圧凪復曲線は，ゆるやかな直線的な過程を示した(正常家兎限でl8j{瓦rNi同は40""'60分) 0 O.lml 房水

吸引後の再生房水は蛋白増加は少なく，一次房水に近いものであった。一方，房水吸引量と眼圧変化との関

係は眼圧が 8'""-'10mmHg 以下 34mmHg の範囲では直線的である。(それより上ではカーブは急に上昇

し，それより下ではゆるやかに下降している) 0 1 1 t恨の平均では，直線部分でムV=28.5ムP の関係が

あった。房水 O.lml を吸引し眼圧が急に低下した (4'""-'7mmHg に下がった)ところから 8mmHg まで

の回復時間と回復した圧差から， それまでの房水産生量を計算すると，正前家兎 6 眼で平均 6.9μl/min.
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であれ炭酸脱水酵素阻害剤 Diamox の投与群 (20mg/kg) では 5 眼平均で 4.7μl/min. (68%) にな

った。(なお，房水排出抵抗である上翠膜静脈圧は約 8mmHg) 。

また人限では Glaucoma absolutum の1例で 10μl/min. Buphthalmusの 1 例で 4.5μl/min になり，両

者に著しい差があった。正常眼の 1 例では1. 6μl/min. であった。

( ][ ) 定圧ド房水産生測定法(家兎眼)

(A) 産生してくる房水量を時聞を横軸にしてグラフに措くと， ほとんど直線的であった。 たとえば

5mmHg に限圧を保った家兎眼10例では30--120分の観察時間中， 直線的な経過を示し， 産生量は平均

3.5μl/min. であった。また再生房水巾の蛋白増加は，房水 O.lml 吸引詳よりも更に少なかった。

(B) 限圧を種々に一定した場合に，房水産生は低圧で開放した方が多かった。

(C) 低下させた眼圧を初圧(またはそれ以上)に戻し，再び低圧下に開放して房水産生をみるという

ことをくり返すと，産生量は漸次増加することがみられた。またこの場合には，再生房水中の蛋白が増加

していた。

したがって薬物の作用をみる場合などには，以下いずれも，始めに眼圧低下させた時の産生を経時的に

よみ，途中に薬物を投与して，経過の変化をみた。

(D) 限圧を 5mmHg に定めて房水産生を経時的に測定しながら約30分後に Diamox (20mgjkg) を

静注すると，産生量は直ちに低下して(約50箔) 30分前後続き，それから徐々に回復した。房水を出し入

れをして機械的に刺戟した後で、は Diamox の房水産生抑制作用は著明減弱した。

(E) 血液の 5 倍高張 Urea の静注 (5ml/kg) によって房水産生量は強く低下して (36%) 約30分続い

て後に徐々に回復した。一方高張 NaCl では，一時低下したが (60%) 約15分で回復し，その後逆に増

加 (170%) した。

なお，別に， tl艮圧低下作用を電気マノメーターで記録すると， Diamox ，高張 Urea では低下が著明

で(下降率約40%) ，作用持続も長く，高張 NaCl では下降率も少く (21%) 眼圧回復も早かった。

Urea と NaCl の効果の相異は，血液房水柵の透過性の差によるものと考えられる。

(F) 低張の蒸留水静注 (5ml/kg) では産生は増加 (15%) した。

(G) 等張の Urea ， NaCl の静注4 (5ml/kg) では房水産生量に著変はなく， Urea 自体の房水産生抑制

作用はみられなかった。

〔結 論コ

一定量の房水を吸引して眼庄回復をみる方法，また眼圧を一定にして房水量の変化をみる方法によっ

て，生体で生理条件に近い状態で房水産生量を測定することが出来る。

論文の審査結果の要旨

〔研究目的〕

房水産生測定法には，化学的万法としては，フルオレスセインをはじめとして種々のテスト物質の前房

水移行状態を目印にする方法と，物理的方法としては， Tonography , Perfusion のような加圧による排出

率の測定から計算式によって産生を測る方法とがあるが化学的方法の共通の難点としては，房水は一度大
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部分を排除するとその後に再生きれるものは蛋白量の多い，いわゆる二次房水であるので，産生継時的変

化をみるのに困難があり，物理的方法では計算に仮定が入るので産生をみるのに適当であると言えない点

がある。本研究は新しい房水産生測定法として，限内圧を初圧より低い一定圧に保って，房水産生を直接

にしかも継時的に測定する万法を考案しようとしたものである。

〔研究万法コ

新しい閉鎖型弔気マノメーターとして，ベリリウム合金膜を使った Statham Pressure Transducer 

Sanbbrn Straingage Amplyfier および Rccorder を用いて，家兎限の初圧を測定した後に，側回路によ

って初圧より {~Il ì一一定圧にした貯水ピンに開 l ì て l恨凶を、|え衡させ，その後産生してくる房水を 1ml の目

盛イJガラス ftTに将人して，その量を 3 分侍lとう<~泡の動きによって読んだ。

f(U内圧を開々に変えた時のìiI~生の変化をしらべ，また種々の房水itn生壁を変化きせる薬物を投与して，

それによる変化を継1ft]的に検 liずした。

L研究結果〕

1') 房水流iW需を縦íI1lluとし， J1 !H"d を村，~，，1111 にしてグラフを描くと， ほとんど1({線的で， たとえば広圧

5mmHg 下では家兎IIH1011日で、|ぱJ 3.5μl/min であった。産生房本/[1 の附力11はほとんどたく ・次房水に近

いものであった。

2) I!UJJ: を f'H 々に完めに場{'ì 1こ，出iU 11 \C~lは低 IIH圧-Fの場合ほど多かったが， IIHJ L: 2"-'3mmHg では );5;.K

/;tのぼ (1 :誌が多くて二二次房水に近く， 1!1)圧 5"-'8mmHg の問では流出吊:の去は少く， 9mmHg 以一 l上:でで、は

;1減1 1叫1&記少した。 H限!社出iμJ山日圧~ 5"-'8mmHg 下でで、は!正iヒ市隅角の品#排l年ド山征抗)圧I王;より f低正いのでで、， この場介の流出 i主はほぼの

Jl(!:f~ :;tを示すものと考えた。

3) 房7]<の出し入れをすると I主性甲:は， I司じ f!R庄ドにおいてもれIYr増しに。

4) I限圧を最初に 5mmHg Iこした!時の産生を測定し約30分後に Diamox ， , U rea などを投与し

て，房水時生 l烹が fí: IiJHc減少することを確認した。高張 NaCl 波では ， Pí'~~抑制効果は少なかった口{足

以波では用力I1 した。これらによって，同一限で、再生状態の変化を継↑!引ドjに観察出来ることを椛めた。

〔むすび〉

本研究は， lIN圧を初圧より低い種々の定圧に保つ装置を作製し， D1水の産生:暑を直段測定する /j法を考

案したもので，房水産生の継時的変化を観察する点では，今までに類をみないものといえる。従って本研

究は， lJJ水 [ì主生機!予解明に有力な手がかりを与えたものと考える。
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